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「全国学力・ 学習1ブt況調査」の結果を授業改善に生かす
副校長  )青原 正之

今日、9月 30日 は、通知表「たけのこ」を子供たち一人一人に手渡す日です。各担任より、今年度前半

の頑張りや、これから頑張ってほしいこと等を話しながらお子さんにお渡しします。ご家庭でも、お子さん

と「たけのこ」を一緒 |こ見ながら、これまでの成長や次の目標について話題にしていただけたらと思います。

1学期に、小学校 6年生を対象にした「全国学力・学習状況調査」を行いました。この調査のねらいは、

2つあります。

(1)全国的な児童・ 生徒の学力や学習状況を把握 し、教育施策の改善を図る。

(2)学校における 童・生徒への教育指導の充実や、学習状況等の改善に役立てる。

子供たち|こ とっては、自分の弱点を知るきつかけとなります。一方で、私たち教員にとってはそこれまで

の学習指導を振り返り、今後の授業改善に生かすきっかけとなります。
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【全体を通して】

本校の平均正答率が、全国および東京都の数値を上回りました。また、理由を文で書かせる記述式問題が、

2教科合わせて6題ありました。本校は、記述式問題の無回答率が6題中5題において3%をきっていまし

た。「分かることや考えたことを少しでも書いてみよう」という粘り強さの表れだと考えられます。

【国語】

本校では、「オンラインで交流する場面における適切な話し方についても問題」「メモの取り方を工夫し情

報と情報とを関係付ける力を見る問題」「物語を読んで由に残つたところとその理由を書<問題」等はよ<
てきていました。一方で、「メモを基にして、与えられた条件を満たすような文章を書かせる問題」の正答

率が、全国や東京都の数値と比べて低かったです。誤笞分析をすると、40%の子が、条件の一部しか満た

していない書き方をしていました。

〔算数〕

基本的な計算問題、問題場面の数量の関係を捉えて式に表す問題、立体図形の展開図や見取り図に関する

責謹等玉、よ<できていました。一方で、本校児童だけでな<、 全国的に正答率が低かつた問題は、「家か

ら学=更 までの道のりが等し<、 かかった時間が異なる二人の速さについて、どちらが速いか判断してそのわ

了を詈く電謹」てした。誤答分析をすると、24%の子が説明不足と判定されていました。
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